
2019年5⽉∼8⽉
道の駅から広がるエコツアー

地域の農産物や伝
統の味、加工品な
どが集まる道の駅。
道の駅の先にはど
のような暮らしが
あるのでしょうか。
人と自然との豊か
な関わりを訪ねる
エコツアーの様子
を、写真でご紹介
します。

田んぼが､山が､空が､いざなう
風かおるふるさと

宇和島市御槇の旅

2012012012019999年年年年8888⽉⽉⽉⽉10101010日日日日((((土土土土))))
実施実施実施実施日日日日

三滝渓谷・大地の恵みを
歩く、味わう

2012012012019999年年年年7777⽉⽉⽉⽉22221111日日日日((((日日日日))))
実施実施実施実施日日日日

樹木とともにある
小田の暮らし

2012012012019999年年年年5555⽉⽉⽉⽉11118888日日日日((((土土土土))))
実施実施実施実施日日日日



樹木とともにある
小田の暮らし 実施実施実施実施日日日日 2019201920192019年年年年5555月月月月11118888日日日日((((土土土土))))

小田では森林資源活用の
一環として、間伐材・端
材などからペレットペレットペレットペレットが製
造されています。さらに、
2018年10月には内子バイ内子バイ内子バイ内子バイ

オマス発電所オマス発電所オマス発電所オマス発電所が完成し、
ペレットを活用した発電
が始まりました。工場の
様子を、運用を担う内藤
鋼業さんにご案内いただ
きました。

集会所では、お料理上手
の奥さん方に山菜の煮し
め、芋もちのお接待お接待お接待お接待をし
ていただき、地区の魅力
をお話しをいただきまし
た。3月末には集会所そ
ばの見事なシダレザクラ
が開花し、散策道沿いに
も約400本の桜が楽しめ
るそうです。

最初の目的地は野村地区野村地区野村地区野村地区。
標高400ｍを超える場所
に広がる集落です。手入
れが行き届いた里山の美
しい風景を楽しめる散策
道が整備され、地元の皆
さんの案内で、松本ギャ松本ギャ松本ギャ松本ギャ

ラリーラリーラリーラリーなどの見どころを
訪ねました。

今回のツアーの拠点とさ
せていただいた道の駅小道の駅小道の駅小道の駅小

田の郷せせらぎ田の郷せせらぎ田の郷せせらぎ田の郷せせらぎ。小田産
の農作物を使ったス
ウィーツ、草木染、コケ
玉など、魅力ある商品を
ご紹介いただきました。
昼食は併設の「かじか
亭」で、名物のたらいうたらいうたらいうたらいう
どんどんどんどん定食を味わいました。
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①せせらぎ ②野村地区 ③小田森林組合・内子バイオマス発電所 ④広瀬神社 ⑤三島神社

小田には林業や山仕事にたずさわる人々の
暮らしがあり、神社には巨樹巨木が祀られ、
木にまつわる伝統行事や信仰が息づいてい
ます。
小田支所の高本匡介さんのガイドで、広瀬広瀬広瀬広瀬
神社神社神社神社を訪ね、県天然記念物に指定されてい
るイチイガシイチイガシイチイガシイチイガシとケヤキケヤキケヤキケヤキ2222株株株株（写真右）を見学
しました。
さらに、三島神社三島神社三島神社三島神社の乳出の大イチョウ乳出の大イチョウ乳出の大イチョウ乳出の大イチョウ（写
真下）、2本の兄弟カヤ兄弟カヤ兄弟カヤ兄弟カヤにも出合いました。

広瀬神社では、かつて自分の畑でよくできた農作物のタネを捧げ、
他の人が捧げたタネを持ち帰る習慣があり、遺伝子の多様性をも
たらしていたのではないか…など、興味深いお話しがありました。



三滝渓谷・大地の恵みを
歩く、味わう 実施実施実施実施日日日日 2019201920192019年年年年7777月月月月22221111日日日日((((日日日日))))

四国西予ジオパーク四国西予ジオパーク四国西予ジオパーク四国西予ジオパークのジオサイトの一つに
指定されてている三滝渓谷三滝渓谷三滝渓谷三滝渓谷。数々の滝や渕
に出合える600ｍの遊歩道が整備されていま
す。渓谷周辺では、古生代に形成された地
質・黒瀬川帯黒瀬川帯黒瀬川帯黒瀬川帯を構成する三滝花崗岩三滝花崗岩三滝花崗岩三滝花崗岩などが
観察できます。

三滝渓谷三滝渓谷三滝渓谷三滝渓谷では、雨が降り
続いたため、斜面の多い
渓谷沿いの散策は残念な
がら断念。万葉の植物が
植えられた道を歩き、ジ
オガイドの宇都宮さん、
楠野さんに植物の解説や
四季折々の見どころを紹
介していただきました。

自然公園内にある西予市西予市西予市西予市
立城川地質館立城川地質館立城川地質館立城川地質館を、四国西
予ジオパーク推進協議会
事務局長で学芸員の高橋
司さんの案内で見学。

プレートの移動によって
地球の地形や景観が形成
されてきたことを解説い
ただき、西予市に見られ
る黒瀬川構造帯黒瀬川構造帯黒瀬川構造帯黒瀬川構造帯は4億年
以上前の古い地質である
ことを学びました。

三滝渓谷の近くにある城城城城
川自然牧場川自然牧場川自然牧場川自然牧場では、ドイツ
人マイスター直伝の城川
ベーコンやハムなどを製
造しており、工場長さん
の案内で見学しました。
道の駅道の駅道の駅道の駅きなはきなはきなはきなはいやいやいやいやしろしろしろしろ

かわかわかわかわでも、店長さんから
和栗や柚子を使ったお菓
子、調味料などの特産品
を紹介していただき、城
川ならではの数々の商品
に出合いました。

三滝川沿いの田んぼにあ
る岩上田岩上田岩上田岩上田。高さ5ｍの
チャートとよばれる固い
岩の上につくられた約7
㎡の小さな田んぼで、江
戸時代から使われていた
そうです。この岩は上流
から土石流で流されてき
たと考えられています。



県道267号線・野井川沿いに広がる遊子川地区遊子川地区遊子川地区遊子川地区
へ移動し、食堂食堂食堂食堂ゆすゆすゆすゆすかわかわかわかわでトマトたっぷりのラ
ンチをいただきました。食堂は地元の奥さん方
のグループ、ザ・リコピンズザ・リコピンズザ・リコピンズザ・リコピンズが水曜日と第4日
曜日に運営。特産のトマトの加工品も人気です。
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①きなはい屋しろかわ
②三滝渓谷

③城川自然牧場
④食堂ゆすかわ

⑤トマト収穫体験
ザ・リコピンズ代表の辻本
京子さんから、活動の様子
や地域活性化への思いもお
話しいただきました！

トマトの原産地アンデス
に近い環境の標高700ｍに
ある辻本農園辻本農園辻本農園辻本農園で、トマト
の収穫体験をさせていた
だきました。シーズン始
まったばかりの元気な木
から収穫したトマトは、
みずみずしくさわやかな
味でした！



田んぼが、山が、空が、いざなう 風かおるふるさと

宇和島市御槇の旅

道の駅道の駅道の駅道の駅津島津島津島津島やすらぎのやすらぎのやすらぎのやすらぎの

里里里里に集合！

特産品直売所のここなら

ではのものや季節の商品

を店長さんにご紹介いた

だきました。お盆前と

あって、地域の風習を感
じるお供え物やシキミが
よく売れていました。

源池公園源池公園源池公園源池公園で地元の皆さん
が出迎えてくださり、御
槇の集落は現在350人ほ

どであることや、歴史を
ご紹介いただきました。

公園の湿地では、御槇小

学校も参加する保全活動
によって、サギソウサギソウサギソウサギソウや黄
色のオグルマオグルマオグルマオグルマが開花。貴

重な植物が多く、興味深
く観察しました。

集落のメインストリー
ト・御槇銀座御槇銀座御槇銀座御槇銀座を散策。お
目当ては、せんまくせんまくせんまくせんまくとよ

ばれる背の高い生垣です。
季節によっては風が強い

ので、防風林の役割を

担っていますが、手入れ
がたいへんなのだそう。

お店の方々との出会いも
楽しみました。

旧保育所施設を活用した
みまきガーデンみまきガーデンみまきガーデンみまきガーデンでは、地

元産の数々の食材を使っ

た手料理のバイキングを
いただきました！

この取組の立ち上げから

の過程についてのお話し
もあり、皆さんの地域活

性への思いがうかがえま
した。

実施実施実施実施日日日日 2019201920192019年年年年8888月月月月11110000日日日日((((土土土土))))



②

③
④

⑤

①

御槇地区御槇地区御槇地区御槇地区
①津島やすらぎの里 ②源池公園 ③せんまく巡り
④みまきガーデン ⑤御槇米の水源地 ⑥山本牧場

御槇米の水源地・金子溝（かなこみぞ）水源地・金子溝（かなこみぞ）水源地・金子溝（かなこみぞ）水源地・金子溝（かなこみぞ）。
昔、この地域の人々が助けたお遍路さん
がお礼にと、村に田んぼができるよう、
水路を設計してくれたという言い伝えを、
みまきガーデンで和尚さんがお話しくだ
さった場所です。清流が湧き出るように
流れを増していて、水量の豊かさに気持
ちも満たされる気分でした。

最後の目的地は、春のシバザクラでも有名
な山本牧場山本牧場山本牧場山本牧場。 7頭の牛が放牧されています
が、この数が外部からのエサの持ち込みや
排泄物の搬出が必要でない、適正な頭数で、
牧場の環境の循環が維持されているとのお
話しがありました。牧場が開発したダンダンダンダン
ボールコンポストボールコンポストボールコンポストボールコンポストもご紹介いただき、循環
型の暮らしを進めるための具体的なアク
ションを知ることができました。

⑥



2019年5⽉∼8⽉
道の駅から広がるエコツアー

里地には古くからの田畑が受け継がれ、
多様な生き物のすみかにもなって豊かな生態系が維持され、
暮らしに自然との豊かな関わりが息づいています。

このような集落は観光地ではないため、
ゆっくり滞在してその魅力を体感する機会は限られていると思います。

そこで、地域活性化に取り組む地元の方々と相談し、
どこをどの季節に訪ねると楽しんでもらえるか、
地域資源を活かした取組の現場、自慢の風景、史跡などを巡るルートを
描きました。

そして、ご案内いただくのは、地元の方。
食事も地元の食材を奥さん方のグループなどにご準備いただき、
滞在を楽しめるツアーになりました。

田畑に囲まれた集落、山からの風、水音、巨樹の木陰……。
その土地でその土地の産物をいただく豊かさ
おもてなしに広がる笑顔

また出会いにお出かけください。

自然からのメッセージを受け取ろう

～ブログ「生きものごよみ」更新中！

http://morimichi.org/

■この事業は、

伊予銀行環境基金

エバーグリーンの

助成を受けて実施
しました。


